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　ただ今ご紹介いただきました新田でござい
ます。
　私は1934年の生まれです。今年で76にな
ります。後期高齢者です。このあとは末期高
齢ということでしよう。だんだん実務から離
れていくと偉そうなことを言う。会社に行き
まして も70になったら今度は社友と。後輩
に囲まれていろいろなことをしております。
一応インターナショナルマターについてのア
ドバイザーということになっています。イン
ターナショナルだけではなく、国内の仕事で
も口を出したりするものですから、フェロー
という名前を自分でくっ付けました。ちょっ
と偉そうじゃないかと皆さんは思っているだ
ろうと思うのです。そういうことで東芝には
かかわ り合いをもっていますが、会社側の利
益のための活動はほとんどしなくなっていま
す。それどころか、インドとの問の関係を主
に考えております。
　インドをいろいろ見ているにあたって、お
金がかかるのはインドへ行くということが
あって、しばらくお金の面で東芝から旅費、
宿泊費の援助を受けていましたが、これもも
う2年 ぐらい前からやめました。日印経済委
員会常任委員会の委員長もやめて、そこのア
ドバイザリーグループのメンバーということ
で発言をしています。原子力発電所の建設の
問題に関しては、国際的にいろいろ制約があ
りまして簡単にはいかない。いかないのです
が、インドを日本の陣営に取 り込みたいと
思っているアメリカが講評 を出しましたの
で、これでやがて日本の援助で原子力発電所
が造られる。現時点でもインドにはあります
から、それをモダナイズするという作業が始
まっています。原子力の平和利用については
おわかりのように、国際的な制約があります
し、インドはそんな問題ではないのです。大
体、原子力爆弾を持てない国と格付けされて
いることについて、大変な怒りをもっていま
す。核兵器を国際的に持ってもいいよと決め
た約束があるのですが、これに自分は入って
いない。入っていないところに制約されない
ということで、日本はご承知のように原子力
にかかる約束事が問題になっていますよう
に、つくらない、持たない、持ち込ませない
というような原則があ ります。アメリカ、イ
ギリス、フランス、昔のソ連、中国が国際的
には持 って もいいとされているわけです。
持ってはいけないといわれている国は不利益
な扱いを受けるというところにインドはいた
わけで、これまで事実上各国とも容認してい
たのです。容認していたのですけれども、自
分のところも交流をしたいということで歩み
寄 りをいたしまして、活がついたのです。歩
み寄りの最大はやはりアメリカです。アメリ
カがもっとパワーを持ちたいというので、イ
ンドも仲間に入れようではないかということ
で した。条約の改定はなかなかで きなけれ
ば、アメリカの国内法を改定して、インドに
対する不利益を破るという方向にいっていま
す。やがてあそこも原子力を発電所の方はも
つようになるだろうと思います。
　 イン ドも心得てお りましてニュークリア
ウェポンについては、かな り重要なことを
言っていた り、実験 もしないと言っていま
す。その時点以降は実験をしてはいけないと
いうことがあったことがあったのです。その
ときに駆け込み実験をやったのは中国です。
フランスもやりました。アメリカ、イギリス
はお互いにデータがありますからいいです
し、ソ連はもう終わっている。原子力の問題
について実験もできないというようなことを
すると、なかなか問題が大きい。兵器という
のは常に開発 している、進歩するのです。実
験 というのはそのためのものですから。実験
ができないと、今もっているパワー、ニュー
クリアウェポンの能力を公表できない。これ
はどういう公表をするのか。より小さなウェ
ポンで大 きな爆発を、あるいは原子爆弾を1
発使うと大変大 きな損害が掛るのをむしろ小
さくする。小さい爆発にするには、それをす
るにはどうしたらいいか。それから飛ばして
ぶつけるわけです。 ミサイルでぶつけ合っこ
をするには命中精度を高くするには軽いもの
にしなければならない。あるいは非常に小さ
いものにしなければならない。これもやはり
実験を通 じて習得して行 く。実験ができるか
できないかということは、大きな問題です。
そのようなところで、インドの難 しい問題が
あるわけです。平和を唱えつつ武力を拡げな
くてはならぬならです。
　今日はインドについて皆さん方が勉強なさ
る。ここに私が呼ばれましたことは大変光栄
に思っています。そこで与えられたのは2時
45分まで。とにかくリミットがあ りますの
で、余計なことはやめにして、進めたいと
思っています。
　ここにまずインドの地図を出してもらいま
した。インドというのは半島になっているの
です。通常はインド亜大陸というのです。大
陸なのです。亜大陸。'卜島ではないのです。
大陸よりもちょっと格下の亜大陸というので
す。とがったのがインドですが、その先っぽ
にくっ付いているのが、私が前に住んでいた
スリランカです。スリランカとインドとの距
離は大変近いのです。この間にポークス トレ
イトがあるのですが、大変狭い海峡です。あ
る時期にじゃぶ じゃぶ歩いて渡っていけたの
ではないかと思われるぐらい近いところなの
です。インドに近い関係の場所ですし、また
政治的にも人脈的にも近いところがあるので
すが、インドの一部になったことはないとい
うところです。このインドという土地は非常
に古くはアフリカと一緒だったのです。マダ
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ガスカル、あのあたりにあったのが分かれ
て、地殻変動で移動してきて、そしてこちら
にあったユーラシア大陸とぶつかった。ぶつ
かって、今の地形になったと言われていま
す。ぶつかったために隆起したのがヒマラヤ
山脈ですね、それで、くっ付いてきて流れて
きた土地のうち大きく残っているのがデカン
高原。このへんです。この間はそれぞれの川
から流れた土砂で埋まって、大変肥沃な土地
になっています。ここでぶつかって高い山が
でき、残 りの高いところがここにあると、こ
こもなかなか行き来しにくいところになって
いるのです。文化発展から見て、そのように
みえるです。インドと俗にはここのことを言
うのですが、インドの地図などを見ると載っ
ていないことがあるのですが、ここも実はイ
ンドの一部なのです。大体、地形的にはこう
なっています。
　インド亜大陸の政治的な分断状況では、パ
キスタンとインドというのは共にインド的な
ところですが、宗教上の理由で別。パキスタ
ンということでは、東パキスタンという国が
ありました。それが今のバングラデシュで
す。これはインドと同じ人間なのですが、宗
教上の違いから分かれていってパキスタン国
をつ くるわけです。インドは独立するときに
ガンジーの指導の下に英国との反英運動を
やっているのですが、その独立したときにど
うするのかというときに、インドのネールと
は別に自分 も首相になりたいと言った人がジ
ンナーという人で、それがパキスタンの首相
になったという話を聞いています。それはス
リランカの大統領はとなったジャセワルデネ
という人から聞いた話であります。パキスタ
ンは本当は同じ国でありなが ら東西に離れて
いるから、なかなか行き来が悪かった。そこ
を利用して夫々独立した。1972年ぐらいだっ
たと思います。ちなみにこの東パキスタンは
自分でベンガルの国というのをつくったので
す。バ ングラデシュというのは、そういう意
味だそうです。ベンガル語で 「デシュ」とい
うのが国、バングラはベンガル、これが東。
西は西ベンガル州というのが今でもインドに
あ ります。人種的には同じベンガル人となっ
ています。言葉などもベンガル語です。
　ベンガル人は日本に好意的なインド人とい
うことで有名です。どこへ行っても大変好意
的です。ネールも日本に好意的な人だったの
ですが、ああいう人たちは大体ウル ドゥール
語をしゃべる人たちが多いのですが、ベンガ
ル語とは別の言葉だといわれています。とこ
ろが日本に好意的な人の中にはベンガル人が
多いのです。ベ ンガル人の中で有名なのが
パール判事です。極東国際軍事裁判で日本無
罪論を唱えた判事です。スピーカーで有名な
のにBOSEというのがあります。　BOSEは
アメリカの商品なのですが、インドからアメ
リカに渡った人の作ったもので 「ボーズ」と
発音 していますが、「ボース」BOSEなので
す。日本に好意的なボースが2人いました。
1人はスバス ・チャンドラ ・ボース。日本で
はチャンドラ ・ボースといいますけれども、
スバス ・チャンドラ ・ボース。それから、そ
の前にビハーリー ・ボース、これもボースな
のです。この両方のボースさんはベ ンガル
人。
　ビハーリー ・ボースという人については本
が出ています。京都大学の先生が書かれたも
のですが面白い。これはインド独立にあたっ
て、ガンジーは無抵抗主義。無抵抗の戦法で
暴力を使わない。そんなものではだめだよと
いうことで、暴力を使ってでも独立運動をや
ろうといった武闘派みたいな人です。その人
のうちのビハーリーさんというのは、インド
総督に爆弾を投げたという疑いで、追われて
日本に逃れてきた。当時、まだ日英同盟の時
代ですから、日本はつかまえて返さなければ
いけない。間違いなく死刑ということだった
ので、その人をかばった日本人がいるので
す。頭山満という右翼の入、右翼がこれをか
ばいきってしまった。そのうち戦争になって
しまいましたから、日英同盟は消えてしまい
ました。日本に残ったその人は日本人と結婚
して日本国籍を取るのです。結婚したのは新
宿に中村屋というカレーライス屋があります
が、そこのお嬢さんとです。お子さんが2人
いました。結婚 して日本国籍を取ってしま
う。日本の国会議員になってでもインドを独
立させるのだという方針だったようです。息
子さんは帝国陸軍に従軍し、沖縄戦のときに
亡くなられました。娘さんはよくわかりませ
んが、日本姓のままでおられて、ご両親が若
いころ新婚生活を送 られた新宿近辺にあるビ
ルの管理人になったのじゃないかと書かれて
おります。インドの人は随分探したみたいで
すけれどもわか りませんという。
　ビハーリさんはあまりにも日本的で、日本
のことをよくやるものですか ら、日本だって
インドにも植民地政策でのぞむのではないか
という声が出てきまして、ビハーリさんの権
威が失われてきてしまった。当時やはり独立
運動をやっていたチャンドラー ・ボースとい
う人がいました。 ドイッにいました。敵の敵
は味方ということで、それに来てもらうにあ
たって ドイツのUボ ー トが日本海軍の潜水
艦のところに連れてきてもらった。インド人
の独立運動の志士を集めて、ビハーリの跡を
継いで彼に指揮をたのんだ。口本軍がイギリ
ス軍 との戦いをインパールで行った。イン
パール作戦です。これは作戦的には大失敗
だったようです。
　今、三菱化学がカルカッタの西へ出て大成
功をおさめています。工場を拡大しました
が、三菱化学最大の工場だといわれていま
す。私も参 りました。あれはカルカッタから
行って帰ってくるのに1日ですから、半日か
かるのです。その間、道路を敷いてください
と言ったらカルカッタの政府が敷いたのです
が、1日40台か50台ぐらいの大きなトラッ
クが往復すると、あっという間にアスファル
トが壊れてしまう。 トラックが引っくり返っ
てしまって運転手が死んでしまったというの
です。イン ドは日本の道路のようなものを
造ったことはないですから、そういう危ない
ことがあるということを聞いています。それ
からカルカッタの工場へ行 くと、警備員が
言ってみれば軍隊みたいになっているので
す。このように並んで我々のバスが来ると、
「きをつけ」をして並んでいるのです。私た
ちを歓迎してくれるわけです。こういう意味
でもこのあた りは親日的なところがありま
す。
　今ここのことを申し上げましたが、人々は
どうやって生きていたのだろうかということ
です。我々が高校で習った地理でも、ここに
もともとは人がいて、それから外から人が来
たということです。 ドラヴィダ人という人間
がいて、そこにアーリア人というのが北米か
ら来たということで間違いはないのですが、
そんなに簡単ではないということです。まず
ドラヴィダ人というのはどこから来たのかと
いうことですが、 ドラヴィダ人以前にアボリ
ジニがいたことは間違いない。そのアボリジ
ニはスリランカにもいます。アボリジニとい
うとオース トラリアにいる毛むくじゃらで、
髪の毛のぼさぼさした、文明の程度の低いの
を思い出しますが、その流れだと思われる入
が現在でもお ります。私は会ったことはない
のですが、とにかくよく新聞に出ていました
し、日本人が山の中で工事をしていると、そ
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の人たちが出てきて、物々交換などをしてい
るのです。彼 らが欲しがるのはビーズだそう
です。ガラス玉の子供だましみたいなビーズ
をもらうと大変喜んで、向こうがくれるのは
ハチミツだそうです。そういう人たちがこの
近辺にもまだいると。
　ちなみにこれはオース トラリアとかその辺
にだけいるのではなくて、アジアにもっとい
たようです。これはそういうことが差別的な
発言にならないことを期待 して言うのです
が、東南アジアの中でもその流れの人がい
て、その流れを色濃くもっているのがカンボ
ジア人だそうです。私はベ トナムで仕事をし
たことがある。ベ トナムの原子力発電所を造
りにいったことがあるのですが、そのときに
ベ トナム人の中でも北の方は中国人の流れの
人がいる。ところが南の今でいうホーチミン
(サイゴン)、あそこの人たちはどうももとも
とあのあたりはカンボジアの領土でもあった
のでカンボジアの流れです。カンボジア人に
はそういうアボリジニに近い人がいる。顔つ
きがちょっと違うのです。本来ならアジア顔
でいろいろな、そういうことで注意してご覧
になると、多少の違いがあるのだそうです。
　違いのあるついでに申し上げますと、日本
人もよく言いますね、弥生人と縄文人。縄文
人と弥生人というのは、そんなことは土器が
問題だと思っていたら、最近別な論点が出て
まい りました。縄文人の持 っている因子 を
持った人たちに特有な病気 とい うのがあっ
て、その病気は日本人が生きていくに従って
日本中に広がってきた。広がって今その病気
にかかってしまっているのが、この間まで宮
城県の知事をしていた浅野さん、元厚生省の
人です。この人は去年の東京マラソンにも完
走 した健康に自信があったのですが、その病
気が発病 してあと11カ月とか言われました。
それは治るかもしれないということで期待を
もって、今、闘病生活をおくっている病原菌
がどこなのかというと、縄文人が持っていた
疑いがある。日本全体の分布を調べると、最
近調べたものと10年か ら20年前に調べたも
のがあるのですが、圧倒的に西の方に多い病
気だということなので、あれがそうではない
か。我々も縄文人 というようなことをいわな
ければならない。のっけから差別だから議論
をしないというわけにはいかないそという立
場です。
　私は厚生省の関係のある薬の治験委員会の
委員をやったことがあるのです。この委員会
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が最近解散になるということで、終わると思
いますが。アメリカが薬を発売するときにア
メリカ人の中のいろいろな入にテス トをする
のです。それがOKに なると売 りに出す。
アメリカ人の中に日系人もいます し、うまく
いけば日本にも売りたいと。日本は慎重で、
いくらアメリカがいいと言っても日本でもう
1回テス トをする。テス トをすると最低5
年、長いと10年かかるという。最近、アメ
リカでテス トをした薬を持ってきて、具合が
悪いとでた。アメリカはどこで治験をしたか
というと、ハワイでやっていた。ハワイにい
る日系人にやったと。ハワイにいる日系人は
縄文人だから、そこで効いてもこっちに持っ
てきてもだめだよという話が、本当に表向き
に出て くるようになりました。皆さん、私な
どは東南アジアの系統の顔ではないかと自分
で思っているのです。日本人の多くは大陸や
朝鮮半島からの系統が多いだろうという話で
す。
　文化圏と申しましたが、文化的にはここと
ここです。ここにインダス川というのがあり
ます。インダス文明、これはパキスタン文明
といえます。世界の文明は古いのはエジプ
ト、メソポタミアでしょうか。それからイン
ダス文明、大体ここで発達した文明がこっち
のガンジスに流れてきて、そしてここに届 く
ということです。そして、ドラヴィダの人た
ちもここか ら来たのではないかという話で
す。そこへもってきて、 もうちょっと上のほ
うからアーリア人がここへ来て、そのときの
血の混じり具合でできたのがカーストだとい
われています。カース トというのは日本で言
うと差別につながる言葉 としてあまり言いた
が らないのです。カース トという言葉自体が
ポルトガル語なのだそうです。ポルトガル語
でポル トガル人がカース トと呼んでつけたも
のが、今日におよんで言うわけです。非常に
ややこしくて、大きくい くとカース トは4つ
あるのです。一番上のカース トというのは職
業的にいうと、ヒンズー教のお坊さんたちが
トップカース ト。 トップの中でも最高位なの
は勉強だけしているお坊さんなのです。それ
から何 とかという首相のカース トは同じトッ
プのカース トだけれども、お葬式の世話をす
るカース トなのです。職業とも結びついてい
るカース トというのが議論 されているので
す。イギリスでは酒を飲みに行 くとパブなの
ですが、パブの入り口が属するクラスによっ
て違うのです。これは庶民の入るパブ、こち
らはもうちょっと上の人が入るところ。私が
庶民のところへ入っていったら、「おまえ、
だめだ。おまえみたいに将来日本へ帰って資
本家階級になるのはこっちから入 りなさい」
と言われた。これは同じ飲むにしても値段が
違 うのです。私は安いほうがいいと思った
ら、高いほうへ連れて行かれる。それとはま
た別に、プライベー トクラブがその他にあり
まして、それはその部屋はその人たちだけが
食べ物を利用することができるのです。イギ
リスという国はもともと1つの民族ではない
のです。アングロ ・サクソンの祖先は ドイッ
のようです。デンマークの近くから来た人た
ちです。1066年の、ノルマン ・コンクエス
トではノルマンから人が入ってきて人が王朝
をつくると。言葉も違いが生まれ、ベーコン
というのは指導者階級の使 う言葉であって
ビッグというのはむしろ制限された庶民であ
る労働者階級の言葉です。
　 インドではいろいろな人種が交 じり合って
います。例えば中国と近いところでは、中国
人がにじみ出すようにインドに入るのです。
モンゴロイドという、モンゴル人と中国人は
また違うのだろうと。その証拠に赤ちゃんの
ときにお しりにあざがあるモンゴリアン・
バースマークがあるかないか。中国人と違う
はずだと思うのですが、あまりそんなことは
気にしないようです。我々と同じ顔をしたイ
ンド人でモンゴロイ ド。在日大使館にもお り
ました。「おまえ、本当にインド人?」 と聞
くと 「そうだ」 と言うのです。これはどこ
か、こっちのほうの出身の人ですね。ネパー
ルなどに行くと、中国づらしたネパール人、
インド面したネパール人と両方いますから。
交じり合っているのではないかと思います。
　それからボンベイに有名なタタという財閥
があります。タタさんというのはバーシー、
ペルシャ人、イランです。あそこはゾロアス
ター教(拝火教)です。あそこで採れる石油
が燃えていた、それを一生懸命拝んでいて宗
教にしたのではないかと思うのですが、そこ
ヘイスラム教が入ってくると地元をいじめる
というので逃れてきた先がインド。逃れてき
てそこに住みついたのがタター族で、今でも
タタさんというのはラタン・タタという人が
トップで、大変な先進的な力を持っています
が、おそらくイン ド最大の財閥でしょう。
バーシーというのはスリランカにもいまし
た。これは法律家で上流階級のいいところの
仕事を扱っていました。我々が典型的に違う
なと思うのは、お葬式の仕方です。お葬式は
自然葬というか、鳥葬。ボンベイに行 くと鳥
葬の塔がある。亡 くなるとそこへ持っていっ
て、亡きがらを、鳥に食べさせて自然に帰す
という。鳥が食べやすいように塔へ持って
いって、その上で砕いてやるのです。特に頭
蓋骨などは硬いから砕いてやるのです。しか
し、毎日必要な量のえさを与える必要がある
ので、そのときはしょうがないから足 りない
分は豚肉を持っていってばらまいてやるとい
うことを聞いたことがあります。冠婚葬祭と
いうのは人間の本性が出てまいりますので、
なんだかおもしろい。
　私もスリランカにいたときに宝石屋に結婚
式に招待されたのです。どんな結婚式をやる
のかと思ったら、花嫁、花婿はそれまで会っ
たことがないのです。親が決めたのだと。そ
れで当日、結婚式が終わって披露宴になって
初めて会うということで、それが面白い。ど
んなお嫁さんが来るかと両方で面白がって来
ている。「おまえも見ろ」なんて言われた。
そんなことが面白いかどうか知りませんけれ
ども、そういうところに行ったことがある。
それからヒンズーにはダウリーという制度が
あります。持参金ですか。持参金というのが
結構大事で、持参金を持ってお嫁に行 くと、
行った先の家でそれを取り上げて、そこの娘
が嫁にやるときにそのダウリーをくっ付けて
やる。だから、ダウリーを持ってこないお嫁
さんがいると、そこの娘がお嫁に行けないと
いうのです。痛めつけられてしまいます。ダ
ウリーが十分にないお嫁さんは、それが苦に
なって自殺するというようなことがあって、
ダウリーの制度はよくないという批判もある
ようです。スリランカの新聞を見ますと、花
嫁募集というのがあってですねダウリーはい
くらぐらいとか、そんなに要らないだとか、
家は広いとか、ババ付 きだとか、自動車もあ
るよなどと書いてあるのです。見て面白いな
と思ったのは大正時代は日本でもよく新聞広
告に出たそうです。当方、お嫁さん募集中で
すというのもある。こういうお嫁さんが欲し
いというようなのが出ていたそうです。また
それを利用 して商売があったそうです。うち
の息子で1人結婚しないのがいるので、広告
出したらって言ってるんですけど、そういう
ふうに冠婚葬祭になると、そのぐらいの違い
が如実に出てきます。生死にかかわることで
すので。
　そういうことで、インドは大きな国、多彩
な国なのです。宗教でいえば多いのはヒン
ズー教。ヒンズー教というのはもともとあっ
たわけではないのですが、バラモン教という
のがあったことは間違いがなく、仏教もそこ
から分かれている。仏教はいらっしゃい、い
らっしゃいというところがあるから、そこに
モスラムがやってきて、その力強さを背景に
モスラムを選ぶか死を選ぶかというふうにし
て抱え込んでいって、仏教はインドからなく
なってしまうのです。仏教遺跡というのはイ
ンドにい くらでもあ りますけれども、仏教を
信じている人の数ははるかに少ない。中には
仏教に改宗したという有名な政治家もいたそ
うですが、一時期増えたけれどもごく一部の
ようです。それから、そこへ北西からモスレ
ムがやってくる。改宗 しなかった人たちが武
装して頑張ったというのがヒンズー教なので
す。ヒンズー教は地元の色彩が強 くて、どこ
のヒンズー教かによってだいぶ様子が違いま
す。ヒンズー寺院へ行ったことがありますけ
れども、やおよろずの神です。いろいろな神
様。いろいろな神様の1人に仏様がいた。女
性のいる前でどうかと思うのですが、男性の
一物 も神様として飾ってあるのです。日本で
も道祖神などにありますから、ご存じだと思
います。名前にもスリランカの大蔵次官はパ
スカラリンガムという人がいました。パスカ
ラというのは元気なということです。リンガ
ムというのは男の一物 ということ。男の一物
の元気なやつが大蔵次官でした。ある大使館
のバ トラーですが、そいつはマハリンガム。
マハというのは大きいということです。私は
大きいですよと言っている、マハリンガムさ
ん。
　インドにはユダヤ人もいるのです。ユダヤ
人が痛めつけ られた時代があ ります ね、
2000年前に。そのときに逃れてきた人がこ
こへやってきた。そして、やはり南のゴアよ
り南の方だと思います。それからカルカッタ
にもシナゴーグがありました。そこでイスラ
エルの教えを守ってたんでしょうユダヤ教の
教えを。ところがイスラエルという国に元気
が出てきたら、だんだん引き上げていって少
なくなっているそうです。宗教はヒンズー
教、モスレム教のほかにシーク教がある。
シーク教徒は頭にターバンを巻いています
ね。アメリカではインド人が漫画に出てくる
と大体ターバンを巻いています。ターバンを
巻いているインド人はそんなに多 くないで
す。今のマンモハン ・シンという首相はシー
ク教徒です。今、駐日大使のH.K.シン、こ
れもシーク教徒ですが、これはターバンを巻
いていません。ターバ ンを巻かないシーク教
徒ですね。私は地方に行ってシーク教徒のい
るうちに招かれたことがありますけれども、
そこではターバンを取ったシーク教徒を見ま
した。ちょんまげみたいになっているので
す。これは切ったことがないから。頭を洗う
には洗うのですが、ぐるっと巻いてターバン
で覆い易くなっている、そういう人です。
　そういう風俗、習慣、宗教などに大変違い
があ ります。特に南側が元気になりつつあ
る。 ドラヴィダ族 というのは、ちょっと痛め
つけられていたところがあって元気が出てい
なかったのですが、今、元気が出てまいりま
して、チェンナイ、バンガmル には工場が
出てまいりました。東芝もここにタービン工
場を造りたいといってまして、それから三菱
化学です。ウエス トベンガルは日本地域的だ
というので日本の会社があっちこっちに出て
いるのです。
　今、話題になっているのはデリーです。デ
リーとニューデリーと2つあるのです。もと
もとはデリーなのです。ここの反英運動がひ
どいというので、イギリスがデリーの隣に
ニューデリーをつくったのです。そうした
ら、できたころにインドが独立してしまいま
したから、一緒になってニューデリーと普通
言います。一緒にしてデリーということもあ
ります。飛行機を見てニューデリー行きと書
いてあります。オール ドデリーというのは古
いごみごみしています。ニューデリーという
のは新 しいビルのお役所の街ですが、立派な
ビルです。でも、サルが出入 りしているので
す。サルが出入りしているような中央官庁で
す。
　この国は長いこと独立運動をやってまいり
ました。それがいつの間にかDNAに なっ
ているのです。それを頭に置かないと大けが
をします。この国の主要な産業は綿でした。
綿花を採って、それを糸にして、生地にして
いるということで一時期世界を制覇したこと
があるのです。イギリスの綿産業は全部つぶ
れてしまった。そこでイギリスはこれに対抗
するために、いろいろ手立てをこうじまし
た。技術の開発によって逆転 して、今度はイ
ンドの綿産業をつぶしてしまうのです。イン
ドはこのことをよく知っていまして、自分た
ちの産業をなんとしても守ろうということ、
輸入するものには、代替するものはないか更
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には、こちらが依存 しないで済むことにしよ
うというのがインド人の考えの中にあ りま
す。そういうことをやっていたら大失敗し
た。91年の財政運営の危機。 日本に金を借
りに行きました。マンモハ ンシンという今の
首相が大蔵大臣として、日本の大蔵大臣、橋
本龍太郎に交渉 して10億ドルですか、借 り
ま した。民問 も10億出 した。そうした ら
IMFもだすということで、それからは経済
をオープンにした、自由化にした。自由化す
ると産業 としてはうまくいくのですが、自由
化することによってけがをする人がいます。
そうすると、その人たちが反対する。反対し
たときに中国なら腕力で押さえ込む。5年 に
一度の選挙があるので交代が不可避です。コ
ングレス派は負けてBJP派が天下をとった
のです。インドに元気が出てきたのはITの
せいです。インド人はもともとゼロを発見し
た人たち。それから、ネールがITのための
学校を造った。日本もそれに併せてインドに
学校 を造 る予定です。そこへ もって きて
2000年問題があって、コンピューターでやっ
ていることを全部変えなければいけないとい
うときに、インド人が活躍した。アウトソー
シングはITに強いインドにやればいいとい
うので、インドのIT産業は大変うまくいっ
たのです。これでインディア ・シャイニング
という言葉が1}ぽした。インドは輝きだとい
うことで、ときの政府は今こそ選挙の時だ
と、選挙に打って出て行ったのですが負けま
した。インディア ・シャイニングって言 う
が、確かにITの会社、　ITをやっていると
ころはいいけれども、おれたちはその恩恵を
受けていないという人たちが多くいた。その
人たちがしっぺ返しのようにした。ちょうど
口本と同じです。口本の産業はだめだから元
気を出そうよといって、自由化にhJかったの
ですが、そのとき恩恵を受けなかった人たち
の苦情を、小沢 さんがうまくすくい上げて、
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民主党が天下をとったと、ああいう絵 をやっ
ているのです。そして今はコングレス党が中
心になって政党は、政府と党を分けています
から。とにかく、こういう国ですから、政党
で半分を取ってはいない。今のコングレス派
も内閣は大体20ぐらいの違った政党が入っ
ている。地方がこうですから、地方党という
のがあるのです。
　インドから持ってきたのですけど、汚いお
札です。貧乏ですからね。中央銀行に持って
いっても必ず しもきれいにしないのです。汚
いまま、そのまま入れてくれる。それから、
あそこは手で食べる国ですから、お金に汚い
のが くっ付いてまわる。そのお札に替えたの
ですが、何ルピーのお金かということを書い
てあるのですが、これです。これをまわしま
すけれども。よくわか りませんが、これは細
かく何ルピーというのが、それぞれの国の言
葉で書いてあるのです。大体14ぐらい違う
言葉で書いてあります。何とか読めるのはル
ピーという横文字ですね、英語の横文字。こ
れはインドの言葉ではないのです。外国語で
書いた文字が読めて、14ある言葉を全部読
める人はいないのです。ヒンズー語が世の中
の中心になっていますが、ヒンズー語をしゃ
べらなかった層というのがいたそうです。言
語も多彩だということです。これはちょっと
おまわしします。別に返していただく必要は
ありません。どこか余ったら三沢さんのとこ
ろでも。それで正式に認められている言葉は
三けたはあると言われています。インドの
トップの問の言葉には違いがあります。今お
札に書かれている言葉だけでも14ぐらいあ
るのですが不足分がある。法律.1..UL,められて
いる言葉は全部で17とか18あるように聞い
ています。
　多彩な国民であるということなので、仕事
をやる上になかなか難しい。それから、昔イ
ギリスにこてんぱんにやられた経験が生きて
いて、これをよく踏まえてやらないとうまく
いかない。 日本は海外進出をするにあたっ
て、東南アジアから一生懸命やりました。イ
ンドは後回しになってしまったので、今は韓
国がここのマーケットを占拠 しています。中
国も上手なやり方でやってきておりますの
で、一回り遅れて世界経済に登場したのがイ
ンド。ITを中心に世界に確たるものをもっ
ていますが、ものを作る面では私はなかなか
追いつかないのではないかなという感 じがし
ています。まして 日本の家電をここで売ろ
う、ここで作ろうとしても常に中国、韓国、
特に韓国が占めていますので、なかなか頑張
りが利かないのではないかなという危惧の念
を抱いています。しかし、間違いなく中国の
次に伸びるのはインドだろうと思うのです。
なぜ、そんなことを言えるのかよくわかりま
せんが、頭数だけ考えてください。大体人口
と面積では日本の9倍 です。9倍 の人たち
が、それで元気になってきていて月給 もよく
なってきたのです。タタの熟練工 ぐらいにな
ると、よそのお金の10カ月分、1年分 と言っ
てもいいでしょうが、これで自動車が買え
る。そういうのは日本の経済でもあったと思
います。例えば、一流企業の1年 分の月給で
自動車が買えたというのが、日本が駆け上
がってきたときの一つの基準でした。そうい
うのがもうすぐそこにきています。
　日本ではインドの勉強というのはあまりし
ていません。これからビジネスをやる方も大
変だろうとは思いますが、スズキ自動車の鈴
木さんなどは良い例ですね。あの人は'卜分も
うインド人ではないかと。
　ご質問を承る時問もないと思いますけれど
も、2回 もイエローカー ドが入 りましたの
で、これでやめたいと思います。また、本日
のなにかあれば承りますが、なければまた後
ほどでも、どうもありがとうございました。
